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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 12 月 No.274 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 298回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2024 年１１月 ３日（日）くもり 報告・写真：鈴木郁也 

前日に雨が降った影響で、観察路が泥っぽく足元の悪い中での観察会で

したが、その姿こそが湿地のあるべき姿のように思えるぐらい、いたると

ころで生き物が見られました。 

クヌギレストランがある周辺の樹木には、ウスヒラタケがたくさん生え

ていました。林の方ではもうフユイチゴの実が成っており、まだ少し早め

でやや酸っぱい味でした。知っている生き物、特に食べられる植物を自分

の眼で見つけられるようになると、なんだか嬉しい気分になります。 

また、タラの木の一本に、大きなミスジマイマイがとまっていました。そ

れも、人の背丈を軽く超えるような高い場所に、トゲをうまくよけながら垂直に登っているようでした。 

これから、寒くなっていくにつれて、水辺の生き物の活性は落ちていきます。 

目に映る水辺の彩りが控えめになる間は、冬鳥の姿を追いかけられるように勉強していきたいと思いました。 

参加者１８名（大人１１名、大学生１名、高校生４名、小学生１名、幼児１名） 

     

森と水辺の手入れ「復田作業Ⅲ」 2024 年１１月１７日（日） くもり    報告：平沼勝男 
11月も後半になりましたが気温は 20度近くあり、冬が遠く感じる陽気でした。しかし森では紅葉が始まっ

ていました。 

この日の作業内容は復田です。来年は少しでも下大和田でお米つく

りがしたい、その一念でこの日から始まる復田作業を計画しました。

毎月１度か２度、少人数でも少しずつ復田をする計画です。そのため

初回のこの日は強力な助っ人に来て頂きました。千葉市緑区で農業を

されている熊手正幸さんです。軽トラックに耕運機を乗せて来て頂き

ました。 

熊手さんが来る前に復田予定地を刈り払機で草の除去をしました。

そしていよいよ耕運機が田んぼに入りました。以前仲間とスコップと鍬で耕しましたが、深い泥の中では重

労働で大変きつかったです。しかしさすがに機械の威力はすごいです。あっという間に耕しました。しかし

あともう少しというところで機械が深い泥にはまってしまい、この日はこれで終了。作業終了後、熊手さん

にアドバイスを頂きました。我々のお米つくりは新たな展開になったとともに、来年のお米つくりの展望が

開けました。                 参加者１４名（大人１１名、大学生２名、幼児１名） 

 

森と水辺の手入れ「復田作業Ⅳ」 2024 年１１月２４日（日） 晴れ      報告：平沼勝男 
秋晴れの下、復田作業をしました。あいにく複数の体調不良者があり、

少人数での作業となりました。作業前に北側の水路の確認をしました。

水路の形態はとどめていましたが流入する水の量が少なく、心配な面が

あります。次回は上流部の確認が必要と感じました。 

復田作業は、田んぼの表面にひたひたの水が見えたので十分な水があ

ると思い、ポンプなしで行いましたがこれが失敗。水の力なしで泥の中

からアシや稲の根を取り出すのは結構大変でした。この失敗を次回から

生かします。作業後に地主さんのご自宅へ挨拶に伺いました。         参加者５名（大人５名） 

 

 ＜小山町での活動＞ 

☆令和６年度期 大椎小学校脱穀作業 １１月５日（火）晴れ      報告：たんぽぽ 

秋晴れの好天の下、5年生と 6年生の脱穀授業でした。6年生は 2回目ともなると慣れたもので、5年生は初

めてでしたがすぐに慣れました。自分達が手厚く育てたお米が美しく輝く玄米となり、それに触れた子どもた

ちからは、お米に負けないほどに輝くばかりの笑顔があふれました。5 年生の先生が朝早くから来て予め道具

一式を準備して下さり、また、大勢参加頂いたボランティアの方々には子ども達を安全にリードしながら丁寧

な気配りもたくさんしていただきました。子どもたちのパワーと、皆様のお力沿えのおかげで、順調に脱穀作

業を終える事ができました。ありがとうございました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



☆第 230 回 小山町 YPP「古代米の脱穀」 １１月１６日（土）くもり  報告：高山邦明 
おだに最後残った赤米と緑米の脱穀をしました。小山の谷津から脇に伸びるあざみ谷（あざみやつ）は今年

もイノシシが出没し、緑米の田んぼに入り込まれて稲を一部倒されてしまいました。急遽田んぼの周りにネッ

トを張ったおかげで、その後の被害は免れましたが。赤米と緑米の脱穀、赤米はモミ離れがいいので脱穀は簡

単ですが、もみから生えた長いノギ（毛）が引っかかって唐箕がけが大変で、一方の緑米はもみが離れにくく

て脱穀に少し手間がかかりますが、ノギが短い分唐箕がけは容易と対照的です。紅葉した木の葉が次々と落ち

る中、順調に作業が進みました。あとは最後の作業のもみすりを残すのみです。 参加者５名（大人５名） 

 

【谷津田・季節のたより】 2024年１１月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

11/ 3 明るい陽光の下、秋のチョウが楽しませてくれました。大地の上の日当たりのよいコナラの幹にとま

っていたのはメスグロヒョウモンでした。メスなのでその名の通り全身が黒っぽく、ヒョウモンチョ

ウの仲間には見えません。しかし美しいチョウです。日向ぼっこをしていたようです。田んぼわきの

アメリカセンダングサの花で吸蜜していたのはウラナミシジミ。シジミチョウの仲間は見過ごしてし

まいがちですが、気を付けるとウラナミシジミにも出会えます。セイタカアワダチソウの花でよく見

かけるのはキタテハ。荒れた地に生えるカナムグラを食草としているため、休耕田の多いこの地では

出会えるナンバーワンのチョウです。 

 

＜小 山 町＞ 報告 た：たんぽぽ  高：高山邦明 
11/ 3 アキアカネの姿を初めてみる、林縁に若いホソミオツネントンボの姿（高） 

11/10 エナガ群れで飛来,夕方、フクロウと遭遇(赤) 11/12 複数のモンキチョウ、ヤマカガシに遭う(た) 

11/13 ジョウビタキの声をはじめて耳にする（高） 11/14 小学校田んぼの斜面にウサギのフン発見！(た) 

11/16 メスのジョウビタキが田んぼに降りて餌を探していた（高） 

11/17 オオアオイトトンボが多数田んぼを訪れ、連結して産卵していた、他にアキアカネ、ナツアカネ、マユ

タテアカネなど赤とんぼも少数舞う（高） 11/19 リンドウがつぼみを付ける（高） 

11/30 リンドウがひっそりと咲く（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞           

・第 306回 下大和田ＹＰＰ「収穫祭」 
日 時：2024年１２月１４日（土） １０時 00分～１３時 

場 所：谷津田ビジターセンター（千葉市若葉区中野町 1403 伊勢戸銘木店内） 

内 容：下大和田の畑で収穫した有機無農薬栽培のコムギ粉を使って、手作りの窯でピザを焼きます。 

持ち物： お皿、コップ、ピザにのせたい具、ほかにも焼きたいものがあればお持ちください。 

参加費：５００円（小学生以上） 

※ドングリのクラフト体験、谷津田米の販売もあります。フリーマーケットも同時開催 ご家庭で不

要になったものや手作り品などお持ちください。参加希望の方は上記小西までご連絡ください。 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年１２月１５日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：来年の米づくりに向けて、休耕田の復田作業を行います。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など  参加費：無料 

・第 300回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2025年 １月 ５日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：冬鳥の観察を中心に、鹿島川合流部まで巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物  参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 231回 小山町 YPP「古代米のもみすり」 
日 時 ：2024年１２月 ７日（土） ９時 00分～ ☆小雨実施。 
場 所 ：古民家「和かな」 ※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さ

い。 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 
 
 


